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「すべては子どものために」
４月の担任との出会いから数か月が経ちました。担任は子供たちの様子を把握し，子供

たちは担任のやり方を理解し，それぞれの学級の雰囲気を作り上げています。授業参観で

は，真剣に担任の話を聞く姿やグループで発表する姿などを御覧いただきました。

担任一人で授業をすることが多いのですが，最近では，Ｔ・Ｔ(ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ)といって

複数の教師で授業をする形態も徐々に増えてきました。非常勤講師，特別支援教育支援員，

教育支援ボランティア(大学生)などの先生方が加わります。個人差への対応や，きめ細か

な指導などを効果的に行っています。

※学級懇談会でも，担任より家庭学習について話をさせていただきましたが，

今年度も，引き続き保護者の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

ゲームの怖さ～お子様は大丈夫ですか～

先日，世界保健機関（WHO)は，オンラインゲームやテレビゲームのやり過ぎで日常生活

が困難になる「ゲーム障害」を新たな疾病として認定し，依存症の一つに加えたと発表し

ました。「ゲーム障害」の患者は未成年者に多く，症状としては，朝起きられない，昼夜

が逆転する，欠席が増える，食事を取らない，引きこもる，家族に暴力を振うなどの様々

な問題が生じております。文部科学省の調査によりますと，小中学生の過半数の子供たち

が，ゲームを平日でも１時間以上やっている実態があり，「ゲーム障害」に陥る危険性が

心配されます。市内の中学校の先生からは，中学校での不登校の一番の原因は，ゲームに

のめり込み，昼夜が逆転し登校できないことだと聞いております。心身ともに大きく成長

する大切な時期に，ゲームのやり過ぎで学業など多くのことを失ってしまっているのです。

また，保護者の方から，普通の感覚であれば目をそむけたくなるような残忍な殺戮を繰

り返すゲームに興じている子供がいることを教えていただきました。それらのゲームの中

には，自分が主体となって生き残りをかけて相手を殺していくことでストーリーが展開さ

れていくものもあります。殺戮するごとに自分の技術に対する満足感や達成感，あるいは

殺しまくることで高揚感を覚える危険性があると思います。

そこでは，「良い」とか「悪い」といった理性の問題ではなく，

「おもしろい」とか「ハラハラする」，「スカッとする」といった

感覚や感情の支配する領域なのではないでしょうか。

そんなゲームの危険性から子供を守っていくのは，大人の責任だと

思います。保護者自身がゲームが子供に与える影響について認識され，

お子様のゲームの内容や時間を管理することが大切ではないでしょうか。

校 訓 「善行・勤勉・体育」

学校教育目標

○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



・・・「心を伝えるために」・・・

６月２１日(水)に，「甲州ろうあ太鼓」の皆様４名と手話通訳をお招きして福祉集会を

行いました。音の無い世界にいる方々が”音の世界と関わりたい，音楽を楽しみたい”と

の思いから昭和５６年に結成され，以来”聞こえないからできない”ではなく”聞こえな

くてもやればできる”との思いを持ち続け，幾多の困難を乗り越え活動の場を広げてこら

れました。自分の打つ太鼓の響きは，振動としてビリビリと肌に感じるけれど，仲間の太

鼓の音は全く聞こえないため，全員の音を揃えるには，手の動きなどを見てタイミングを

合わせるそうです。ですので，１曲が仕上がるまでには

４～５年くらいかかるのでとても大変だそうです。子供

たちは，大迫力の演奏に驚きながら，耳が聞こえないこ

とが信じられない様子でした。演奏の合間には，ろう者

とのコミュニケーションの方法である手話，筆談，口話

（読唇術），ジェスチャーなどが紹介され，「おはようご

ざいます」「こんにちは」「今晩は」「ありがとう」「さよ

うなら」の手話を教えていただきました。

「自分の命は自分で守る」！！～防犯訓練～
６月２５日(月)に，防犯訓練を実施し，南甲府警察署の方

から，不審者に声をかけられた時にどんな行動をとるべきか

を教えてもらいました。

既にマモルメールでお知らせしておりますが，最近近隣の

学校から不審者情報が複数寄せられております。その都度，

各学級で児童の実態に合わせた指導を行っております。

自分の命を守る手段として「防犯ブザー」を携帯すること

になっています。防犯ブザーがしっかり作動するかどうか御家庭で確認をお願いします。

【多忙化改善への取組】

昨年度に引き続き，山梨県教育委員会の指導のもと，本校においても

多忙化改善に向けた取組を次のように進めて参ります。

【目的】：『教職員が子供たち一人一人に直接関わり，ふれあう時間を増やし，

教育活動の一層の充実を図るため』

【取組】：①会議の効率化 ②学校行事の見直し ③校内組織の見直し

④仕事の効率化 ⑤外部人材の活用

～甲府市教育委員会の指導により，市内全公立小中学校において
８月１３～１５日が学校閉庁日となり，職員は出勤しません。～
※ 緊急連絡は，担任又は甲府市教育委員会へお願いします。

保護者の皆様の御理解と御協力のほどよろしくお願いいたします。




